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1 はじめに 

 

渋谷区は、平成 28年（2016年）10月に、20年後を見据えて「渋谷区基本構想」

を改定しました。この基本構想に掲げる７つの分野のひとつが「空間とコミュニティのデザイン」

であり、“空間の創出”によるコミュニティの多様化と成長を目指すものです。 

また、多くの再開発が同時進行している渋谷駅周辺では、「渋谷駅中心地区まちづくり

指針 2010」（平成 23年（2011年）3月）において、「めぐり歩いて楽しい回遊空間」

の創出を目指しており、“歩行空間の確保” “道路空間の充実”が求められています。 

そのような中、古くから渋谷の目抜き通りである「宮益坂」「道玄坂」を歩行者中心の道

路として再整備するために、事業が動き始めました。 

一方で、海外に目を向ければ、既に多くの国で道路の歩行者空間化や道路空間の利

活用が進み、自動車の急速な増加によって失われた道路空間を、人々は再び、活動や暮

らしの空間として取り戻すことに成功しています。これらの先進事例は、歩行者中心のみちづ

くりを進める渋谷にとって、大変参考になるものだと考えています。 

この報告書は、渋谷区職員が道路管理者の立場として、「歩行空間の確保」「道路空

間の利活用」という視点で、グラスゴー、ロンドン、パリの３都市の視察を実施し、その成果

をまとめたものです。 
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2 視察概要 

2.1目的 

今後再整備する宮益坂・道玄坂を始めとした区内道路において、歩行空間の確

保や道路空間の利活用など公共空間の整備に活かすため、先進的取組みを視察

する。 

2.2期間 

平成 29年（2017年）6月 24日（土）～7月 2日（日） 9日間 

2.3都市 

・グレートブリテン及び北部アイルランド連合王国（イギリス） グラスゴー市、ロンドン市 

・フランス共和国 パリ市 

都市 渋谷区 グラスゴー ロンドン パリ 

人口 22 万人 61 万人 775 万人 227 万人 

面積 15 km2 175 km2 1,580 km2 105 km2 

渋谷区と視察都市の人口・面積の比較 

 

 

視察都市位置図（出典：https://www.google.co.jp/maps/） 

  

パリ 

ロンドン 

グラスゴー 

https://www.google.co.jp/maps/
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2.4 行程 

 月日 都市名 視察先 

1 6月 24日（土） （移動） （東京→ロンドン→グラスゴー） 

2 6月 25日（日） 
グラスゴー 

（移動） 

ブキャナンストリート 

（グラスゴー→ロンドン） 

3 6月 26日（月） ロンドン 

クイーンエリザベスオリンピックパーク 

キングスクロス駅周辺 

ロンドン交通局 

4 6月 27日（火） ロンドン 

エキシビジョンロード 

ATKINS社（都市・建築設計事務所） 

ニュー・ロンドン・アーキテクチャー(都市情報センター) 

オックスフォードサーカス 

5 6月 28日（水） （移動） （ロンドン→パリ） 

6 6月 29日（木） パリ 

セーヌ河岸の歩行者空間 

シャトレ・レアル駅周辺 

パリ９区区役所 

7 6月 30日（金） パリ 
パヴィヨン・ドゥ・アーセナル（都市情報センター） 

芸術高架橋の歩行者空間 

8 7月 1日（土） パリ 
シャンゼリゼ大通り 

ベルシー地区 

9 7月 2日（日） （移動） （パリ→東京） 
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3 視察内容「都市別」 

3.1グラスゴー 

3.1.1 都市概要 

グラスゴーは、スコットランドの首都エディンバラから西へ約 60km に位置し、人口

61万人(2016年)のスコットランド最大の都市である。 

クライド川を利用した物流拠点として成長し、造船業や鉄鋼業などの重工業が盛

んであったが、1950 年代以降、主要産業が衰退していくとともに地域経済が低迷し、

失業者がまちに溢れる事態となってしまう。 

都市再生のきっかけは、1980年代、それまでの工業都市から新たに文化都市と

して復活するという方針が決まったことだった。美術館、博物館、図書館などの文化

施設を歴史的建造物の改築により新設し、また、大型会議施設の設立と国際会議

の招致などによって、文化・芸術の都市へと変貌した。1990 年に欧州文化都市に

選ばれるなどスコットランド最大の都市として、来街者が増えていく。 

主な観光地として、グラスゴー大聖堂、グラスゴー大学、グラスゴー市庁舎などと

並んで、ブキャナンストリートが紹介されることも多い。 

 

 
グラスゴー位置図（出典：https://www.google.co.jp/maps/） 

 

  

グラスゴー 

エディンバラ 

https://www.google.co.jp/maps/
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3.1.2 ブキャナンストリート 

1990 年、グラスゴーでの欧州文化首都開催に合わせ、ブキャナンストリートの北

端にロイヤルコンサートホールがオープンした。このホールの建設は衰退した重工業

都市というグラスゴーのイメージを一新し、中心市街への再投資を促すようになる。

ホールに隣接するショッピングセンターのオープンに合わせ、ブキャナンストリートの

改修が 1999年に行われた。 

 

ブキャナンストリートは、延長約 800ｍ、幅員約 20ｍの歩行者中心の道路である。

北側のロイヤルコンサートホールから南側のクライド川に向かって緩やかな下り坂で、

沿道建物の低層階には店舗が連なっている。坂の地形と沿道商業の雰囲気が渋

谷のストリートの特徴に似ている。 

一方、ロイヤルコンサートホールから西側に向かうソーキホールストリートも同様に

整備され、ブキャナンストリートと合わせて約 1.3ｋｍの歩行者空間となっている。 

 

 

ブキャナンストリート位置図（出典：https://www.google.co.jp/maps/） 

 

  

ブキャナンストリート 

ソーキホールストリート 

グラスゴーセントラル駅 

ロイヤルコンサートホール 

ショッピングセンター 

クイーンストリート駅 

ブキャナンバスステーション 

クライド川 

大型駐車場 

https://www.google.co.jp/maps/
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以前のブキャナンストリートは、自動車が通行しており、車道に駐車帯が整備され、

歩道はわずかなスペースしか無かった。 

 

左：1996年のブキャナンストリート（出典：http://urbanglasgow.co.uk/archive） 

右：現在のブキャナンストリート 

 

一方、現在のブキャナンストリートは歩行者中心の道路として、歩道と車道の区別

が無く、人々は自由に歩いて、買い物や食事を楽しんでいる。 

 
全景（坂上→坂下）                  全景（坂下→坂上） 

 

ブキャナンストリートの昼時の賑わい 

http://urbanglasgow.co.uk/archive
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ところどころにベンチが置かれ、人々は休憩や会話の場として利用している。また、

沿道店舗によるオープンカフェが道路中央に出店され、食事やティータイムに利用

されている。 

  

ベンチ                       オープンカフェ 

 

道路全体が歩行空間のため、ストリートパフォーマンスをする場も、それを見る

人々が溜まれる場も十分にある。 

 

パフォーマンス 

 

ショッピングセンターが道路上空を占用し、ショッピングセンターの出入口にあわ

せて道路上に階段が設けられている。また、地下鉄の出入口が道路の中央付近に

位置している。 

 

ショッピングセンターの道路上空占用 ショッピングセンターにあわせた階段    地下鉄の出入口 
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事前の調査で、ブキャナンストリートが「歩行者専用道路」のような整備形態であ

ることが分かっていたので、沿道商業施設の物流をどのように対応しているのか、今

回の重要な確認事項のひとつだった。実際に現地に行ってみると交通標識があり、

許可を得た貨物車が時間規制で通行できるということが分かった。 

 
時間規制標識         荷捌き車両 

 

ブキャナンストリートには、交差する道路が 3本あり、歩行者は信号機に従い横断

歩道を渡る。その他の交差道路は自動車が通行できない幅の細街路である。 

 

交差道路                細街路 

 

ブキャナンストリートが歩行者空間である一方、その周辺道路では大型駐車場や

大規模なバスターミナルが整備されている。また、並行している道路は自動車交通

が多く、ブキャナンストリートの光景とは異なる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

西側道路の大型駐車場                    東側道路の交通状況 
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道路の設えは、左右非対称となっている。道路中央部は茶系、東側と西側の沿

道部は濃いグレーの石舗装で、東側は西側よりも若干広くなっており、照明、ベンチ、

樹木が配置されている。午前より午後の方がブキャナンストリートを訪れる人々が多

いことを考え、午後の光を浴びることが出来るように配慮したものである。 

 
左右非対称なブキャナンストリート （左：坂下から坂上 右：坂上から坂下） 

 

 

ブキャナンストリートの断面（坂下から坂上を見る） 
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坂道であることを最大限活かしている。例えば、ベンチは道路に平行ではなく、坂

下に向かって配置され、中央付近に設けられた地下鉄出入口の建屋もガラスで作

られ高さが抑えられている。これらの配慮により、坂上のロイヤルコンサートホールの

階段などから、ブキャナンストリートの街並みを眺望でき楽しむことができる。 

 

坂下を見渡すことのできるベンチ           ロイヤルコンサートホールからの眺め 

 

 

ブキャナンストリートの舗装面は、ほとんど段差が無く、高齢者や乳幼児のいる家

族など、様々な世代の市民に利用しやすくなっている。 

 

フラットな構造               ベビーカーを押して通行する人々 
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3.2 ロンドン 

3.2.1 都市概要 

ロンドンは、人口が 800 万人を超える世界屈指の大都市である。金融機関が集

まる世界経済の中心「シティ・オブ・ロンドン」と 32 の特別区で構成される。教育、芸

術、商業、ファッションなど幅広い分野で世界の中心を担っている。また、大英博物

館、テートモダン、ロンドン・アイなど豊富な観光資源が多くの観光客を集めている。 

2012 年には 3 度目のオリンピック・パラリンピック開催となった。その後、会場周

辺エリアは住宅、商業、ビジネスエリアとしての再開発が続いている。 

 

ビッグベン（国会議事堂）        ロンドン・アイ        オリンピック・スタジアム 

 

ロンドン位置図（出典：https://www.google.co.jp/maps/） 

 

  

ロンドン 

https://www.google.co.jp/maps/
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公共空間整備の主な視察先は、以下のとおりである。 

・エキシビジョンロード 

・オックスフォードサーカス 

・キングスクロス駅周辺 

・ロンドン交通局 

・ＡＴＫＩＮＳ社 

 

 

視察先位置図（出典：https://www.google.co.jp/maps/） 

 

  

ATKINS社 

ロンドン交通局 
エキシビジョンロード 

キングスクロス駅周辺 

ピカデリーサーカス 

オックスフォードサーカス 

オックスフォードストリート 

リージェントストリート 

https://www.google.co.jp/maps/
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3.2.2 エキシビジョンロード（街路） 

エキシビジョンロードは、延長約 800m、幅員約 24mの南北方向の道路である。

沿道には、博物館や大学等の公共施設が並び、多くの人々が集まる場所である。

北側にあるハイドパークから南側に向かって、緩やかな下り坂である。 

公共施設に来る歩行者の多さに対して歩道幅員が足りず、車道に歩行者が溢れ

る状況だったため、2006年に道路改良することが決定し、2012年に竣工した。 

 
エキシビジョンロード位置図（出典：https://www.google.co.jp/maps/） 

 
エキシビジョンロードの断面  

https://www.google.co.jp/maps/
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今回の視察では、計画当初から事業に携わっているボネット博士という方に現地

でお話を伺うことができた。博士はバリアフリーの専門家であり、ご自身も車椅子を利

用されている。博士によれば、歩行者はどこで横断してもいいというルールで、横断

歩道は設置せず、また、バリアフリー対応として、歩道と車道の段差が一切無い構

造にしたという。 

 
段差のない歩車道一体型舗装 

 

ロンドン交通局でのヒアリングでは、エキシビジョンロードの整備にあたり、当初、交

通エンジニアは、交通安全上の観点でこの道路構造に反対したが、結果として交通

事故が減少したそうだ。また、沿道住民の中には反対する人もいて、理解を得るた

めには長い時間が必要で、社会実験を３年かけて実施したとのことである。 

以前は車道の両側及び中央に自動車の駐車帯があり、ロンドンのどこにでもある

道路と同じ構造だったが、現在はフルフラットで歩行者の横断抑止柵が無い。 

 
施工前後のエキシビジョンロード 

（出典：Transport for London，Better Streets Delivered，2013，p.12） 
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ボネット博士によると、視覚障害者の方が通行する際の安全対策として、歩道と

車道の間に、側溝と点字ブロックを配置し、杖によって気付きやすいようにしている。

万が一それに気付かなかった場合にも、さらに、ベンチ、駐輪施設、街路灯などに

よって、車道に出てしまうことを防いでいるという。 

 

側溝と点字ブロック                 ベンチ、駐輪施設、街路灯 

 

この道路形態の実現にあたってボネット博士は、まずは社会実験を実施してみる

ことが重要だという。それまであった駐車帯を無くすのであるから、住民ほか関係者

から合意を得るのに時間がかかっても無理はないだろう。3年にわたって社会実験

で検証し、さらに関係者との合意形成には 2年間を費やしたとのことである。 

現在、自動車の速度制限は 20マイル規制とし、この区間の入口は狭く自動車が

速度を落としやすくなっている。博物館の前には障がい者の方の専用駐車帯が設け

られている。 

 

障がい者の方専用の駐車帯   20マイル規制標識     狭くなっている入口 
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なお、クイーンエリザベスオリンピックパークの視察の際にも、バリアフリーを担当し

たイアン氏に話を伺ったが、ロンドンの横断歩道のバリアフリーは、段差が全くない方

法を採用しているとのことである。これは、車椅子利用者への最大の配慮である。 

一方、日本では 2cmの段差を標準としている。これは、視覚障害者の方は段差

があることで歩道と車道の区別ができるという考えからである。 

このことについてイアン氏に聞いたところ、段差を何センチにするかロンドンでも議

論になったそうだが、最終的にはフラットな構造を採用し、横断歩道の手前に点字

ブロックを配置することで注意喚起する方法にしたそうである。 

 

エキシビジョンロードの横断歩道部             日本の横断歩道部 

 

 

エキシビジョンロード全景  
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3.2.3 オックスフォードサーカス（スクランブル交差点）・ＡＴＫＩＮＳ社（都市・建築設計事務所） 

オックスフォードサーカスは、全長 2.5kmのショッピングストリートである“オックスフ

ォードストリート”と大きなカーブと沿道建物が美しい“リージェントストリート”の交差点

である。この地区（ウエストエンド地区）はロンドンで最も賑わう繁華街であり、待ち合

わせや観光の人々で混みあう“ピカデリーサーカス”や、ファッションや音楽の発信地

である“カーナビーストリート”などがある。 

 

オックスフォードサーカス位置図（出典：https://www.google.co.jp/maps/） 

 

オックスフォードサーカスは、2009 年に渋谷のスクランブル交差点のように生ま

れ変わった。今回の視察では、スクランブル化に携わったＡＴＫＩＮＳ社（都市・建築

設計事務所）のピーター・ヒース氏に、その概要についてヒアリングした。 

ＡＴＫＩＮＳ社は、交通計画や公共空間整備などを手掛けている。今回、お話を伺

ったピーター・ヒース氏は、元区役所の職員で 1987 年に既にオックスフォードサー

カスの改良イメージのスケッチを描いていたという。 

ピカデリーサーカス

オックスフォードサーカス

https://www.google.co.jp/maps/
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左：ATKINS社ピーター・ヒース氏より受領した資料 「Delivering the NEW OXFORD CIRCUS」 

右：ピーター氏のスケッチ 1987年（出典：ATKINS，Delivering the NEW OXFORD CIRCUS，2010，p.6） 

 

スクランブル化する前と後の歩行者動線 

（出典：ATKINS，Delivering the NEW OXFORD CIRCUS，2010，p.23） 
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以前のオックスフォードサーカスは、歩道が狭く、歩行者動線が錯綜し、防護柵

を乗り越えて横断する人が多いなど多くの課題があった。スクランブル化にあたって

は、ビデオ調査により歩行者の動きを把握するとともに、動画を作成し、沿道地権者

へわかりやすく説明することで理解を得ることができた。また、地域住民にはプロセス

を丁寧に伝えるなどコミュニケーションを大事にした。イギリスでは事例が少ないスク

ランブル交差点の導入については、日本での成功例を紹介し、特に渋谷のスクラン

ブル交差点を例に、その利点を説いたそうである。 

整備費は 250万ポンド（約 3億 5000万円）要したが、その一方で、交差点を利

用する全歩行者の移動時間の浪費を費用換算すると、約半年で 250万ポンドに達

するという試算が出たそうである。また、スクランブル化した後は沿道の価値が上が

り、出店したがるテナントが増えそうである。 

課題解決には、何よりも「まずやってみること」が重要であると教えてくれた。 

 

現在のオックスフォードサーカス（スクランブル交差点） 

 

交差点内は勾配が大きいので、車いす利用者には斜め横断を推奨せず、道路

直線横断の誘導を図っている。 

 

勾配と段差  
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ピーター・ヒース氏は、オックスフォードサーカス以外にも自身が手掛けたアーガイ

ルストリート、ニューバーリントンプレイス、へドンストリートなどのストリートを現地で案内

してくれた。いずれも歩行者空間化した道路の事例である。 

 

 

 

リージェントストリート周辺位置図（出典：https://www.google.co.jp/maps/） 

 

 

アーガイルストリート                  ニューバーリントンプレイス 

  

オックスフォードサーカス

アーガイルストリート

へドンストリート

ニューバーリントンプレイス

ピカデリーサーカス

ピカデリーサーカス 

リージェントストリート 

https://www.google.co.jp/maps/
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ヘドンストリートはデビッド・ボウイの名盤「ジギー・スターダスト」の写真が撮られた

場所として知られているが、石舗装がなされ、路面でのカフェ・レストラン営業も許可

されるようになり、洒落た広場として利用されている。自動車の乗り入れは午前 3 時

～午前 11時となっており、それ以外の時間帯は歩行者専用の道となっている。 

 

 

へドンストリート 

 

 
歩行者専用道を示す標識     1997年のヘドンストリート（出典：www.5years.com） 
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3.2.4 キングスクロス駅周辺（街路・公園・河川・広場） 

ロンドンは 18世紀に世界に先駆けて鉄道が整備されたが、蒸気機関車が街中を

走ることに反対が強く、中心市街地の外側に在来線の鉄道駅が整備されている。

高速道路は中心市街地よりも外側に環状道路と放射道路がある。 

一方、2000 年制定の交通法でロードプライシングについて盛り込まれ、2003 年

2 月から中心市街地の自動車渋滞対策として、「コンジェスチョン・チャージ」

（Congestion charge/混雑課金や渋滞税と訳される。）が導入された。それにより中

心市街地の外側にある鉄道駅の役割も変わってきた。 

 

ロンドン中心部の鉄道駅とコンジェスチョンチャージゾーン 

ロンドン交通局 HP掲載マップに鉄道駅を記載 （出典：https://tfl.gov.uk/maps/） 

 

キングスクロス駅も中心市街地の外側に位置する在来線の鉄道駅のひとつであ

る。周辺にはリージェント運河があり、古くから物流の交通網として船運が発達してい

た。19世紀にキングスクロス駅が鉄道のターミナルとして開業し、さらにすぐ西側に

セントパンクラス駅が開業し、益々栄えていった。しかし、その後の自動車の急速な

増加により、物流拠点のまちは衰退していく。 

都市再生のきっかけは、セントパンクラス駅がユーロスター（ロンドンとパリやブリュ

ッセルなどを結ぶ高速鉄道）の発着駅になることが決定したこと、2012年ロンドンオ

リンピック・パラリンピックの開催が決定したことだった。2001年から、キングスクロス

パディントン駅 

マリルボン駅 

ヴィクトリア駅 

キングスクロス駅 

ユーストン駅 

セントパンクラス駅 

チャリングクロス駅 

ウォータールー駅 

リバプールストリート駅 

フェンチャーチストリート駅 

コンジェスチョン・チャージ ゾーン 



 23 
 

駅北側の約 27ヘクタールの再開発の計画が始まり、竣工は 2021年の予定である。

全体のうちの約 40％が道路や公園など公共空間に充てられるという。 

 
キングスクロス駅周辺の位置図 

 

 
キングスクロス駅の特徴的な屋根              リージェント運河 

 

  

ガスホルダーパーク 

リージェント運河 

キングスクロス駅 

セントパンクラス駅 

セントラル・セント・マーチンズ 

グラナリー広場 

歩行者用道路 
中庭のような空間 

階段状の公共空間 
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運河沿いの公共空間は人工芝で階段状に整備され、とても多くの人々で賑わっ

ていた。この日は天候にも恵まれ、平日の午後にも関わらず、それぞれ思い思いの

時間を過ごしている。 

また、開発建物の足元に生まれた公共空間は、中庭のような空間でシートを広げ

たり、うまく配置されたベンチが利用されたり、人々で賑わっている。 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

運河沿いの空間 

 

中庭のような空間 駅前の開発建物 

公園と建築中の建物 歩行者用道路 
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「ガスホルダー」を遺産として活用した公園が2015年に開園した。19世紀に作ら

れたガスタンクの一部で、運河対岸の近接地にあったものを一時撤去、補修して再

利用した。隣には同じガスホルダーを活用した集合住宅が建設中だった。運河とガ

スホルダーが良い景観をつくりだしている。 

 

 

 

 

  

「1883」と記載 ガスホルダーパークと芝生広場 ガスホルダーパークとマンション 

ガスホルダーパーク内 
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同じく遺産として活用しているのが、小麦倉庫として古くからある建物である。かつ

ての小麦倉庫に、ロンドンの芸術大学のひとつである「セントラル・セント・マーチンズ」

が移転した。前面の広いグラナリー広場には噴水があり、側面にも広いスペースが

あり卓球台が置いてあった。 

 
セントラル・セント・マーチンズ周辺のパブリックスペース 

 

 

奥左：建設中のガスホルダー集合住宅 

奥右：ロンドンの芸術大学のひとつ「セントラル・セント・マーチンズ」（以前は小麦倉庫） 

中央：噴水のあるグラナリー広場 

手前：リージェント運河と階段状の公共空間 

  



 27 
 

3.2.5 ロンドン交通局（行政） 

ロンドン交通局（Transport for London）は、2000年のロンドン市制開始に伴って

発足し、ロンドン市長を議長とする委員会が運営している。鉄道、地下鉄、バス、タ

クシー、駅、サイン、道路改良などを管轄しており、市の様々な施策と連動しやすい

仕組みとなっている。 

道路交通安全については、日本のように警察が管轄するのではなく、専門の交

通エンジニアがチェックする仕組みになっている。また、ガイドライン策定の際には協

議会に警察も参加しているそうである。 

多岐にわたる業務のうち、「公共交通」「自転車走行空間整備」「交差点改良」

「駅前再生」「再開発」「地下鉄整備」「歩道改良」「街路再整備」「レジブルロンドン

（サイン）」「ガイドライン策定」などについて説明を受けた。 

 

まず、ロンドンの人口は増加しつつあり、交通負荷も増えている。それに対して、コ

ンジェスチョン・チャージなどにより自動車交通を抑制しつつ、公共交通と自転車利

用を増やしていこうというのが交通局の考え方である。 

 

ロンドンの人口推移（ヒアリング資料より） 

 

ロンドンの交通手段の推移。自家用車(赤)が減り、公共交通(青)・自転車（薄緑）が増加。 

（ヒアリング資料より） 
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自転車利用については、2000年から 2013年の間に 1.8倍の増加を見せている。

特に 2010 年からの自転車のシェアリングシステム導入、そして自転車走行空間の

設置によって増加に拍車がかかっている。注目されるのはオープンしたばかりという

「サイクル･スーパーウェイ」で、これはテムズ河畔からハイドパークに至る、長距離の

自転車移動を可能とする自転車走行空間である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サイクル･スーパーウェイ（ヒアリング資料より）            ロンドンの自転車走行空間 

 

ロンドン交通局にはアーバンデザイン課があり、駅周辺開発のアーバンデザインの

立案･指導を行っているとのことであった。現在建設中の地下鉄新線「クロスレール」

や、旧バターシー発電所跡地への地下鉄延伸などのプロジェクトがあり、それぞれの

駅周辺の公共空間を中心に様々な計画を進めているとのことであった。 

 
ナイン･エルム駅周辺開発のイメージ図（ヒアリング資料より） 

 

2009年に始まった道路改修プロジェクト「Better Street」についてはさまざまな事

例とともに、その成果を紹介して頂いた。交通エンジニアが設計をしていた交差点の

設計にアーバンデザイナーが参加するようになり、よりシンプルな交差点ができるよ

うになったとのことであった。 
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Better Streetによる改修例（ヒアリング資料より） 

 
ロンドン交通局から提供された公共空間整備事例集 

「Better Streets Delivered」と「Better Streets Delivered 2」 

 

ロンドン交通局のマネージャーであるジョアンナ氏は、ご自身が好きだというサウス

バンク地区の公共空間を案内してくれた。テムズ川沿岸では、店舗、パラソル、ビー

チがあり賑わっている。 

 

サウスバンク地区の公共空間 
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3.3パリ 

3.3.1 都市概要 

パリは 20の行政区で構成され人口は約 220万人で、ロンドン、ニューヨーク、東

京などと比べると小規模であるが、年間外国人観光客数が世界一を誇る観光都市

である。エッフェル塔、凱旋門など有名な観光地や、歴史的な建築物や文化のほ

か、ルーヴル美術館、オルセー美術館、ポンピドゥーセンターなど一流の美術館が

ある。 

 
パリ位置図（出典：https://www.google.co.jp/maps/）       セーヌ川 

 

 
エッフェル塔            凱旋門               ポンピドゥーセンター 

 

 

  

パリ 

https://www.google.co.jp/maps/


 31 
 

公共空間整備の主な視察先は、以下のとおりである。 

・シャンゼリゼ大通り 

・セーヌ河岸の歩行者空間 

・オスマン大通りの歩行者空間化 

・芸術高架橋の歩行者空間 

・道路交通政策（自転車走行空間・シェアサイクル・トラム） 

 

 

視察先位置図（出典：https://www.google.co.jp/maps/） 

 

 

  

シャンゼリゼ大通り オスマン大通り 

セーヌ河岸の歩行者空間 

芸術高架橋の歩行者空間 

https://www.google.co.jp/maps/
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3.3.2 シャンゼリゼ大通り（街路） 

幅員 70mのシャンゼリゼ大通りは、左右それぞれ 28mの広い歩道が魅力である

が、以前はこの歩道の約半分は側道で、自動車やバイクが溢れ歩行空間は非常に

狭かった。1996年のサッカーワールドカップを契機に、その状況を打破するため、

地下に駐車場を築造し、側道を歩道へと変えた。 

 

 

左：以前のシャンゼリゼ大通り（出典：赤堀忍・鳥海基樹「フランスの開発型都市デザイン」，彰国社，2010，p.11） 

右：現在のシャンゼリゼ大通り 

 

 

シャンゼリゼ大通りの断面 
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シャンゼリゼ大通りの歩道 

 
以前は側道だった歩道部          路上駐車対策で整備された地下駐車場の入口 

 

また、昨年 6月から、毎月第１日曜日に歩行者天国を実施しており、多くの人々

で賑わっている。 

 

歩行者天国のシャンゼリゼ（出典：フランス開発機構 HP http://jp.france.fr）  

http://jp.france.fr/
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3.3.3 セーヌ河岸の歩行者空間（街路） 

パリでは、2010年に整備計画が発表されたセーヌ河岸の自動車専用道路の歩

行者空間化が進んでいる。 

左岸の 2.3km区間が 2013年に整備され、右岸の 3.3km区間が 2016年から

整備が開始された。 

高速道路のように多くの自動車交通量があるというが、別の道路へ経路変更する

と時間は伸びるものの交通転換が可能であるということが実証され、歩行者空間化

の実施に至ったという。 

 

実際に歩いてみると、ベンチ、健康遊具、ピアノなどが置かれ、自由に使うことが

できる。また、売店やトイレもある。シェアサイクルのポートもあるのでサイクリングも楽

しめる。視察時は、散歩やジョギングする人々に利用されていた。 

 
配置されている健康遊具                ウッドデッキと売店 

 

 

売店         新たに設置されたトイレ      シェアサイクル「ヴェリブ」 
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さらに、夏場には「パリ・プラージュ」が開催される。砂が敷きつめられパラソルとチ

ェアーが置かれ、大規模なビーチが出現する。セーヌ川沿いで海水浴の気分を味

わうことができる。パリは内陸部にあり海岸まで遠いため、そこまで行けない市民の

余暇のためでもあるが、パリが積極的に進める環境政策のひとつでもある。2002年

にスタートしたが、開催範囲は徐々に増えてきている。 

 

パリ・プラージュの様子（出典：パリ旅行ガイド「パリナビ」HP http://paris.navi.com） 

 

自動車専用道路として運用されている区間は、多くの自動車が通行している。ま

た、右岸の整備工事が着々と進められている。 

 
現在も自動車専用道路として運用している区間           整備中の区間 

 

 

  

http://paris.navi.com/
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3.3.4 オスマン大通りの歩行者空間化（街路） 

オスマン大通りは、4車線（片側 2車線）の車道と両側の歩道で構成されている。

ギャラリーラファイエットやプランタンといった大型商業施設が並ぶパリ中心地の道

路である。パリ 9区のデルフィンヌ・ブルクリ区長によれば、このオスマン通りを歩行

者空間化する計画があるという。 

道路規模や沿道状況を見ると渋谷の参考事例になりそうであるが、現時点では

詳細の計画が公表されていないので、今後の動向が注目される。 

 

現在のオスマン大通り 

 
オスマン大通りのイメージスケッチ （出典：パリ 9区長ツイッターTweets de @dburkli） 

 

 

 

 

 

 

 

現在は交通量の多いオスマン大通り、ギャラリーラファイエット前の交差点 

  

https://twitter.com/dburkli
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3.3.5 芸術高架橋の歩行者空間（街路・公園） 

この歩行者空間は、1969 年に廃線となった鉄道の高架橋のうち、1.5km を遊歩

道のように整備し歩行者空間化した事例である。同時に、桁下空間には店舗が入り、

通りが賑わっている。 

フランス観光開発機構の公式ホームページによれば、52 の工房や店が並び、ユ

ニークなアクセサリー、繊細な色合いのプリザーブドフラワー、舞台の大道具、昔懐

かしいロボットや人形、絵画やタピスリーの修復工房、コンテンポラリー家具、芸術作

品、陶器の絵付け、照明器具、ブロンズ細工など、名高いクリエーターたちが優雅で

繊細で贅沢な品を作るためにここに集まっているという。 

（出典：フランス開発機構 HP http://jp.france.fr） 

 

 

 

 

歩行者空間化されたのと同時に、桁下空間には店舗が入り、通りが賑わっている。

また、歩行者空間から出入りできるようにリノベーションされた沿道の建物や、この歩

行者空間にあわせて建築された建物もある。 

 
 

  

高架鉄道跡を活用した歩行者空間 桁下空間のテナント 

 

歩行者空間にあわせて建築された建物 

 

 

リノベーションされた沿道建物 

 

 

http://jp.france.fr/
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3.3.6 その他の道路交通政策 

ロンドン、ニューヨーク、東京など世界の大都市の多くが海に近いのに比べ、パリ

は大西洋から 100km も内陸に位置しており、セーヌ川が、古くから物流に使われま

ちの発展に寄与してきた。 

都市のインフラ整備は、19世紀、ナポレオン3世の時代の県知事であったオスマ

ンによるパリ大改造である。オスマンは、道路、下水道、公園の整備に非常に力を

入れた。 

20世紀になると自動車とともに、地下鉄も大きく発展する。1900年に地下鉄 1

号線が開通すると、その後も次々と整備が進められた。一方、乗合馬車から発展し

たトラムが、それまでの主な移動手段であったが、自動車の急速な増加や地下鉄

の整備によって 1937年に一度役目を終えることとなった。 

近年になって、2001年に就任したドラノエ市長がエコをテーマに掲げた。「シェア

サイクル」「バスレーン」「トラム」「パリフラージュ」など、環境政策と公共交通政策の

関係性はとても強く、次々と政策を実現していくこととなった。 

 

①自転車走行空間 

パリ市の面積は、山手線の内側よりも少し広い程度で自転車移動にも適している。

1995 年頃から自転車走行空間の整備が始まったが、その時点で 8.2km だった自

転車走行空間が、2 年間で 100km にまで増加した。2015 年にはその総延長は約

700km に達したが、現市長は 2020 年までにそれを 1400km に倍増させる目標を

掲げている。 

自転車走行空間の整備形態としては、車道の端、歩道の一部、中央帯、高架下、

バスレーンとの共用など、様々な方法がある。 
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様々な形態の自転車走行空間 

 

②シェアサイクル 

ハード整備がなされている状況下で 2007 年に供用開始したパリのシェアサイク

ル「ヴェリブ」は、整備台数 10,000 台以上、ポート約 750 箇所という大規模であっ

たこともあり、一気に需要が広まった。 

１日約 200 円で借りられ、各所にポートがあり、市内の視察にもとても便利だった。

車体は通常の自転車と比べてやや頑丈であり、デザインもシンプルである。ギアが付

いており坂道でも楽であり、自転車走行空間が整備されているので安心して通行で

きる。 

 

 

 

パリのシェアサイクル「ヴェリブ」 

 

 

 

ヴェリブのステーションマップ （出典：http://www.velib.paris） 
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③トラム 

70年ぶりの復活といわれたトラムが 2006年に開業した T3路線である。パリ外延

部を環状方向に運行する 7.9km の区間で、17 の停留所と RER と地下鉄あわせて

5路線と接続している。 

トラムと同時に自転車道も新設し、歩道も拡幅した。それまで自動車が中心の道

路だったが、軌道、自転車道、車道、歩道がそれぞれバランスよく配置された。また、

軌道は芝生が覆い、大規模な緑化を行っている。さらに、歩道にはベンチや植栽な

どが新たに整備された。 

 
2006年に開業した T3 と停留所 

 

パリの鉄道路線マップ（出典：http://parisbytrain.com/） 
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4 視察内容「視点別」 

4.1歩行空間の確保 

4.1.1歩行者中心の道路 

歩行者中心の道路にも、いくつかのケースがある。 

①歩道拡幅 

ケース 1 は、パリのシャンゼリゼ大通りのように、路上駐車に占領されていた側道

を廃止して歩道に変えた“歩道拡幅”による歩行空間の確保である。駐車場施策を

伴うが、現行の自動車通過交通を大きく変えることなく歩行空間の確保が可能であ

る。 

 
【再掲】左：以前のシャンゼリゼ大通り（出典：赤堀忍・鳥海基樹「フランスの開発型都市デザイン」，彰国社，2010，p.11） 

【再掲】右：現在のシャンゼリゼ大通り 

 

②歩車共存（車両通行制限なし） 

ケース2は、ロンドンのエキシビジョンロードのように、歩行者中心ではあるものの自

動車も通行可能な歩車共存である。車両の通行制限はなくバスも通行している。道

路改良の際に制限速度を低減している。道路構造はフルフラット式であり、横断抑

止柵は設置されていない。 

このような整備手法を、欧州では“シェアドスペース”といい、オランダ、ドイツ、ベ

ルギー、イギリスなどで整備されている。 

シェアドスペースは、分離する構造物や交通規制をなくして、すべての人々が平

等に道路を利用するものである。それにより、運転者は沿道状況や人々の動きに注

意しながら走行する必要があり、その結果、走行速度が抑えられるという。 

 

【再掲】施工前後のエキシビジョンロード（出典：Transport for London，Better Streets Delivered，2013，p.12） 
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③歩車共存（車両通行制限あり） 

ケース 3 は、グラスゴーのブキャナンストリートのように、さらに歩行者中心の道路

である。歩行者専用道路に近いが、物流のため最低限の車両通行を確保している。

自動車の通行は荷捌き、または許可車両のみに限定され、通行可能な時間帯が

限られている。 

 

【再掲】左：1996年のブキャナンストリート（出典：http://urbanglasgow.co.uk/archive） 

【再掲】右：現在のブキャナンストリート 

 

 

 

道路名 
シャンゼリゼ大通り 

（パリ） 

エキシビジョンロード 

（ロンドン） 

ブキャナンストリート 

（グラスゴー） 

現地写真 

   

道路構造 

歩車分離 

マウントアップ 

 

歩車共存 

フルフラット 

（シェアドスペース） 

歩車共存 

フルフラット 

 

車両通行

制限 
なし なし 

あり 

（貨物車・許可車両・時

間規制） 

ケース ケース 1 ケース 2 ケース 3 

歩行者中心の道路の分類 

http://urbanglasgow.co.uk/archive
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歩行者中心の道路に改良するためには、シャンゼリゼ大通りの地下駐車場整備

や、セーヌ河岸自動車専用道の交通転換など、代替機能が確保できる場合は実

施しやすいが、駐車場の整備や、他路線への交通転換など対策ができない場合に

は、エキシビジョンロードのように社会実験を繰り返し実施し、粘り強く検証を進めて

いくことが重要である。また、多くの関係者への丁寧な説明や意見交換など、コミュ

ニケーションも重要である。 

 

 

4.1.2歩行者動線の改善・滞留空間の充実 

ロンドンでは、交差点や横断歩道部の改良によって、歩行者動線の改善や滞留

空間の充実を行っている事例が多い。交通安全対策と公共空間整備の関係性が

強いのである。 

オックスフォードサーカスでは、交差点における歩道の混雑や歩行者動線の錯綜

が問題となっていた。それを解消するため、交差点のスクランブル化によって動線を

直線にし、巻込み部の拡張によって滞留部を広げ、さらに歩道の道路施設の支柱

を最小限の数に抑え空間を確保した。それにより、歩行者動線の整序化と滞留空

間の充実などの成果があった。 

また、下図の事例においても、斜め方向への横断歩道の新設と、既存横断歩道

の直線化を図るなど、交差点のコンパクト化や歩道の拡幅とあわせて、歩行者動線

の改善・滞留空間の充実を行っている。 

 

交差点改良と歩行者動線改善（出典：Transport for London，Better Streets Delivered 2，2017，p.52） 

 

さらに、ほとんどの事例で、道路改良の際に横断抑止柵（ガードパイプ）を撤去し

ている。それにより、歩行者空間が増えて、動線も改善され、跨いで横断する危険

性が減り、事故が減っているという。 
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交差点改良と横断抑止柵撤去（出典：Transport for London，Better Streets Delivered，2013，p.70） 

 

歩行者動線を考えずに整備されて、設計の意図とは異なる利用がされれば、利

便性や安全性に欠ける結果となる。使われない歩行空間や横断歩道とならないよ

うに、また、横断抑止柵が歩行者動線の妨げとならないように、歩行空間の整備に

おいては最短で最善の経路の用意が重要である。 

 

 

 

 
交差点改良に伴う、歩行者動線の改善・滞留空間の充実 

（出典：Transport for London，Better Streets Delivered 2，2017，p.42-43）  
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4.2道路空間の利活用 

4.2.1 生活基盤（駐車帯・シェアサイクル・売店・宅配ボックス・EVステーションなど） 

人々が生活するうえで、日常的に道路空間を利用している。既に生活基盤となって

いる利活用の方法である。 

 

①駐車帯 

ロンドンでは、1850年頃に建築された建物も多く残っており、築 40年の建物は新し

いと言われている。改築して車庫を設置している建物を見かけることはなく、自動車が

普及したときからずっと道路に置かれているのだろう。駐車区画は区役所の許可得て、

決められた場所を利用できる。 

 
駐車帯の区画         交通標識             許可証 

 

停車帯と歩道の共存スペースがある。停車車両が無いときは、歩行者の通行部分

として利用されているようである。 

 
乗用車や観光バスの駐車に利用されている歩道の一部 

 

同じく、荷捌き車両も道路上を使うことが多い。 

 

道路上の荷捌き車両 
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②シェアサイクル 

シェアサイクルは市民に欠かせない交通手段となっており各所にポートがあるが、設

置場所はやはり道路が多い。歩道に限らず、車道にも設置されている。 

 
グラスゴー              ロンドン                  パリ 

 

③売店 

売店も道路上でよく見かける施設のひとつである。お土産ショップやキヨスクのよう

な店舗、ホットドッグ店も見かけた。 

 

お土産ショップやキヨスクのような店舗（パリ）     中央帯にあるホットドッグ店（ロンドン） 

 

④宅配ボックス 

パリでは歩道上に宅配ボックスが設置されていた。日本でも、物流業界の人手不足

が顕在化し、再配達の対応などが話題となっている。パリでは環境政策を積極的に推

進しているので、宅配ボックスで再配達が少なくなり、結果としてエコにつながる。 

 

歩道上の宅配ボックス 
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⑤EVステーション 

同じく、環境政策を進めるパリならではの利用方法が、電気自動車の充電施設であ

る。駐車帯のように並んでいる。 

 

パリ市内の EVステーション 

 

 

4.2.2利用者目線の道路デザイン（ベンチ・階段・駐輪施設・広告など） 

人々があらゆる場面で道路を利用する際に不便を感じることがないように、あらかじ

め考えられて道路がつくられている。利用者の視点に立って道路がデザインされ、

人々は上手に使いこなしている。 

 

①ベンチ 

ベンチのような座る機能は人々にとって欠かせないものであり、それが家の中であっ

ても屋外の公共空間であっても同じである。道路にいる理由は、移動、待ち合わせ、

会話、買い物、休憩、食事など様々あるが、その場に滞在するために大変重要な役

割を果たしている。その際、ベンチは使いやすくなくてはならないから、単に置いてある

だけでなく、どの方向に向けるか、どの程度の数がいるか、向かい合わせか背中合わ

せかなど、工夫が必要になってくる。 

 
ブキャナンストリート 
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キングスクロス駅周辺 

 
サウスバンク地区          エキシビジョンロード        シャトレ・レアル駅周辺 

 

②階段 

階段は、高低差がある場合の移動経路ではあるが、あえて階段にすることで価値を

高めている事例もある。ブキャナンストリートでは、ロイヤルコンサートホールの大階段

があるからこそダイナミックな空間になっているし、坂下方面まで見通すことができる。

また、階段はベンチと同じ機能も持っているので、コミュニティの場でもある。 

 
ブキャナンストリート 

 
サウスバンク地区        ピカデリーサーカス        シャトレ・レアル駅周辺 
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③駐輪施設 

駐輪施設が多くの場所に用意されていて、自由に停めることができるので、自転車

利用者にはとても便利である。特に、シェアサイクルの普及と自転車走行空間の整備

が進めば、需要も高まるだろう。 

 
各地の駐輪施設 

 

④広告 

街中には、利用者目線で広告が設置されている。 

 

パリ市内の広告 
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4.2.3豊かな暮らし（オープンカフェ・マルシェ・ストリートパフォーマンスなど） 

日々の生活の中で人々は、食事をしたり、買い物をしたり、道路空間そのものが店

舗と同じように利用されている。 

 

①オープンカフェ 

近年、日本でも社会実験による実施が増えてきたが、ヨーロッパの都市では色々な

場所でオープンカフェが出ている。公共空間と同様に多くの人々で賑わっている。 

 

 

 
パリ市内のオープンカフェ 
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②マルシェ 

土曜日の早朝、凱旋門近くのマルシェに立ち寄ると、たくさんの店が既に開店してい

た。野菜、果物、精肉、鮮魚、チーズ、ハム、オリーブなど様々な食品が並んでいる。

その中に、フランス発祥の蕎麦粉のクレープ、ガレットの屋台もある。早朝だったのでま

だお客さんは多くはなかったが、パリの賑わいを感じさせる。 

ここは、道路の中央帯が広くつくられ歩道のようになっている場所である。電気、水

道が引かれており、店の設営も簡単にできるようになっている。 

 

パリのマルシェ 

 

③ストリートパフォーマンス 

ブキャナンストリートのような歩行者中心の道路では、ストリートパフォーマンスも可能

である。 

 

ブキャナンストリートのストリートパフォーマンス 

  



 52 
 

5.おわりに 

道路をはじめとする公共空間の活用については、有識者による文献や講演など、多くの

情報収集によってある程度の知識を得ているものと考えていましたが、現地で自分たちの目

で見て、その場の音や人々の声を聴き、同じ空気の中に滞在することで、日本における公共

空間との違いを感じるものが数多くありました。その中から、特に重要だと捉えていることが、

以下の３点です。 

 

（1）利用者目線の道路整備 

日本の道路空間は「道路構造基準」に沿って安全性を重視しつつ、自動車や歩行者の

通行に重きを置き整備されているように見受けられる一方、視察の事例では、道路空間は

利用者目線で人々の行動をよく考え、道路が整備されています。 

ブキャナンストリートでは、沿道の商業施設にあわせた階段の設置や、坂上から坂下を見

通すようなベンチの配置など、坂道であることを活かしてデザインされているとともに、公共空

間と民間敷地が一体的に整備され、人々の集える場となっていました。 

エキシビジョンロードでは、ゆとりある歩行空間の中で、歩行者はどこでも自由に横断でき、

段差の無い歩行者優先のフルフラット形式として整備されていました。そこでは、バリアフリー

の観点を最重要視し、“シェアドスペース”という概念が確立されていました。 

オックスフォードサーカスでは、交差点のスクランブル化と横断抑止柵の撤去により、それま
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で錯綜していた歩行者動線を整理し、横断歩行者と沿道建物利用者との空間をうまく分

けるとともに、歩行者の移動時間を大きく短縮するという結果をもたらしました。 

一方、道路上にはオープンカフェや売店、マルシェ等人々が憩う場として、また、シェアサイ

クル、EV ステーション、宅配ボックス、駐車帯、建物の上空占用等、生活基盤として提供さ

れており、道路は単なる通行空間のみならず、今の時代に合わせた人間中心の空間として

活用されていました。 

これらの事例は、道路整備には「道路構造基準」や「維持管理」の条件だけが重要なの

ではなく、人々のアクティビティによって道路のつくり方を決めることが重要であることを、改めて

教えてくれました。 

 

（2）公共空間は暮らしの場のひとつ 

道路など屋外の公共空間では、人々が思い思いの時間を楽しく過ごし、暮らしの場のひ

とつになっています。 

ブキャナンストリートでは、ショッピング、おしゃべり、食事、パフォーマンス、散歩など、多くの

人々が集まる賑わいの場として、セーヌ河岸（自動車専用道路の歩行者空間化）では、

散歩、ジョギング、トレーニングなど人々に開放された水辺空間として、それぞれ提供されて

いました。今回は視察できませんでしたが、セーヌ河岸では、夏場には砂を敷設しビーチとし

て海水浴の気分を味わうこともできるようです。 
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また、キングスクロス駅周辺の再開発エリアでは、運河沿いに階段状の人工芝の憩い空

間がつくられ、平日にもかかわらず多くの人々が食事したり、おしゃべりしたり、昼寝したりして

いました。ガスホルダーを遺産として残してつくられた芝生公園や開発建物群の中庭空間に

おいても、同じような光景が見られました。 

これらの光景は人々の暮らしそのものであり、公共空間、とりわけ道路空間が規制や統

率の空間ではなく自由な空間であるという点で、とても重要な役割を果たしていることを実感

しました。 

 

（3）実現に向けたプロセス 

今回、ロンドンにおける「歩行空間の確保」等について、計画や設計等に携わった関係者

からヒアリングを行うことができました。 

視察先でも渋谷と同様に、自動車の駐車問題や歩行空間・滞留空間の不足等道路

空間における様々な課題があるなか、公共空間の整備にあたっては、関係者がしっかりとし

た考え方を示し、地域や各部署と丁寧かつ粘り強く協議し実現していました。 

ロンドン交通局のヒアリングでは、自動車交通の削減と公共空間利用の増加を背景に、

鉄道、地下鉄、バス等公共交通機関と自転車利用への転換を図り、次々に歩道拡幅や

公共空間の拡充を実行していることが分かりました。そして、ガイドラインを策定し、それに基

づき整備しています。 
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ATKINS 社では、設計思想や根拠が明確で分かり易く、そして、自身の設計に強い誇り

を持っているように見えました。 

どちらも共通していることは、課題解決に向けて「まずやってみること」や「粘り強く協議する

こと」が重要であり、そして、なによりも自分たちの仕事のことを楽しそうに話していたことです。 

きちんとデータを把握し、しっかりとした考えやコンセプトを持って関係者と粘り強く協議し、

時間をかけて実証していくというステップを踏んで進んでいくことが重要だと感じました。 

 

渋谷における歩行空間の確保、道路空間の利活用については、「歩道拡幅」「歩車共

存道路」「歩行者道路」等の様々な整備形態を踏まえ、以上の視察内容を参考に「歩行

者中心で利用者目線の道路デザイン」 「豊かな暮らしを支える空間の提供」 「丁寧な

プロセスと明確な表現」 を渋谷の歩行者中心のみちづくりの重要なテーマとして位置づけ、

さらに推進していきたいと考えています。 
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6.現地写真 

ブキャナンストリート／グラスゴー 
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ソーキホールストリート／グラスゴー 
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ニュー・ロンドン・アーキテクチャー（都市情報センター）／ロンドン 

 

 

 

 

 

クイーンエリザベスオリンピックパーク／ロンドン 

 

 



 59 
 

自転車政策／ロンドン 

 

 

 
 

 

パヴィヨン・ドゥ・アーセナル（都市情報センター）／パリ 
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シャトレ・レアル駅周辺／パリ 

 

 

 
 

ベルシー地区／パリ 
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追 記 

 

今回の公共空間先進事例の欧州視察にあたって、宮益坂、道玄坂を中心とする“旧大山街道”の将

来の道路環境整備を検討する中で、日頃よりまちづくりの専門的な見地からアドバイジングを受けている

株式会社一級建築士事務所ヌーブの太田浩史氏に同行していただき、海外都市研究の知見を生かし、

視察アドバイザーとして、視察候補地の選定、現地での視察先とのコーディネート役などを担ってもらいま

した。 

さらには、同じ日程で欧州視察を計画されていた渋谷・東地区まちづくり協議会代表幹事である宮益

町会の小林幹育会長をはじめとする地域関係者の皆様方と、一部の行程をご一緒させていただきました。

行政、地域、関連事業者など、官民の関係者が同行して視察、訪問をすることで、先進事例についての

知見を共有するとともに、これからの公共空間のあり方についての共通認識、意見交換を図ることができ、

先進的な事例の視察と共に、ロンドン市への訪問やパリ市９区との交流にも大いに成果を上げることがで

きました。この場を借りて地域関係者の皆様方に御礼を申し上げます。 
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